
開館時間／10：00～19：00（最終日は18：00まで） 
休館日／木曜日　※入場／無料

GALLERY1F

Tel 022-723-0538東北工業大学 一番町ロビー
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）　Fax 022-263-8606　E-mail/lobby@tohtech.ac.jp　http：//www.tohtech.ac.jp/

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料）

2F ホールイベントのご案内
入場／無料（ご予約は不要です）  定員／120名

2F ホール利用のご案内
利用時間／10：00～19：00　　休館日／日曜日・祝日・木曜日

市民公開講座 サンモール一番町商店街振興組合の協賛で行っております。
まちなか美術講座 宮城県美術館の学芸員が美術作品の魅力についてお話するイベントです。
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5月12日（金）18：00～19：30

東北工業大学で体験できる国際交流
佐藤 飛鳥（東北工業大学 経営コミュニケーション学科 准教授）

本学からの留学・本学への留学、協定大学での派遣プログラム参加や、
外務省主催のKAKEHASHI Project（アメリカ、テキサス州ヒューストン）
による23名の本学学生派遣、外務省主催JENESYSによる本学への海外
学生訪問受け入れなど、活発な国際交流の様子を紹介します。

市民公開講座 No.380

5月26日（金）18：00～19：30

はじめて受けるTOEIC®L&Rテスト対策講座
鈴木 淳（東北工業大学 共通教育センター 准教授）

新形式となったTOEIC®テストの対策講座です。はじめて受験するという
大学生や社会人向けに、基本からテストの得点ポイントを解説します。
英語の勉強というより、クイズやゲーム感覚でテストに関する知識と
解答テクニックを身に付けることができます。

市民公開講座 No382

5月19日（金）18：00～19：30

見えない光で見えるもの ～赤外レーザー技術とその応用～
佐藤 篤（東北工業大学 情報通信工学科 准教授）

赤外線は目には見えませんが、光通信やセンサーなど身近なところで
たくさん使われています。この赤外線を高出力のレーザー光として作り、
それを使って、地球を観測する新しい光計測技術の研究が進められて
います。本講座では、赤外線とその光計測応用、さらにエネルギー生成
技術への応用の可能性についてお話しします。

市民公開講座 No.381

5月20日（土）13：30～15：00

コレクションの、再発見
和田 浩一（宮城県美術館 学芸員）

宮城県美術館は平成28年で35周年を迎えました。その間に収集された
作品（コレクション）の中から、東北にゆかりのある作家の、洋画と版画に
焦点をあてる初の試みが「コレクション再発見」展です。この講座では、
展覧会に出品される大正から現代までの、地域に根ざした作品の中から、
代表的なものを紹介します。それが、さまざまな「再発見」へとつながる
機会になればと思います。

まちなか美術講座（第50回）

5月12日（金）～5月17日（水）

平成28年度 地域・産学連携プロジェクト研究 成果報告展
東北工業大学 地域連携センター

東北工業大学は、社会貢献と産業振興のため、自治体や地域の企業等
との共同研究を推進しております。平成28
年度に実施したプロジェクト研究の成果を
パネル及び試作品等の展示で発表し、
専門的な研究からまちづくりやモノづくりの
取り組みを紹介します。

5月19日（金）～5月31日（水）　※5月25日（木）は休館日です

山田 大輔×馬渡 裕子 二人展「集積」
山田 大輔（東北工業大学 工業意匠学科 1998年卒）・馬渡 裕子（画家）

一枚の絵は、時間の集積です。二人の絵仕事として、自家焙煎コーヒー店
「DE STIJL KOFFIE」のポストカード・カレン
ダーを毎月交互に制作しています。二人で
制作したカード10年間、125か月分の集積を
展示します。コーヒーの香りとともに変化
し続ける二人の画風をお楽しみください。

5月5日（金）～5月10日（水）

特 別 休 館

4月28日（金）～5月3日（水）

劉徳華 書画篆刻展
金石･書画家 劉徳華

上海出身。幼少時代より篆刻や絵画に才能を見出し、80年代に篆刻を
韓天衡氏に、また同時期に陶経新氏、蔡国声氏の両名に師事し、中国の
本格的な伝統技法を作品に盛り込むように
なりました。芸術に対する愚直な思い、
そして繊細な描写技法によって山水や
花鳥を鮮やかに描く一方、楽しみや喜びと
いった独自の世界観を開拓しています。
今回は、40点の篆刻、絵画を展示します。
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